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二十歳の抱負

2011 ぼくの夢・私のゆめ



赤　穂　市　長2011年 新年のごあいさつ

　
　
　
　
　

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市

民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
日
ご
ろ
よ
り
市
政
に
お
寄

せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支
援
と

ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
国
を
あ
げ
て
景
気
対
策
に

取
り
組
ん
だ
１
年
で
し
た
が
、
依
然

と
し
て
雇
用
情
勢
は
厳
し
く
、
景
気

回
復
へ
の
道
筋
が
不
透
明
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
経
済
情
勢
を
反

映
し
て
、
本
市
の
財
政
状
況
も
市
税

収
入
の
大
き
な
伸
び
は
期
待
で
き
ず
、

地
方
交
付
税
の
動
向
も
不
透
明
な
こ

と
か
ら
、
収
入
の
安
定
的
確
保
が
見
通

せ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
行
財
政
改

革
を
推
進
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
本
年
は
、
赤
穂
市
に
と
り
ま
し

て
非
常
に
重
要
な
１
年
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
33

年
を
目
標
年
次
と

す
る
新
し
い
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
将
来
の
都
市
像
と
し
て
「
人

が
輝
き　

自
然
と
歴
史
・
文
化
が
薫

る　

や
さ
し
い
ま
ち
」
を
掲
げ
、
安

全
・
安
心
に
生
活
で
き
る
ま
ち
、
自

然
と
共
生
す
る
住
み
よ
い
ま
ち
、
産

業
と
交
流
が
盛
ん
な
活
力
の
あ
る
ま

ち
、
生
涯
に
わ
た
り
夢
を
育
む
ま
ち
、

市
民
と
行
政
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
を
、

施
策
の
大
綱
と
し
て
定
め
ま
し
た
。
市

民
の
皆
様
と
手
を
と
り
あ
っ
て
、
自

然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
さ
に

包
ま
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
26

年
に
赤
穂
市
が
誕
生

し
て
以
来
、
本
年
９
月
１
日
で
60

周

年
を
迎
え
ま
す
。
郷
土
を
愛
す
る
先

人
た
ち
が
、
昭
和
、
平
成
と
い
う
激

動
の
時
代
と
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
赤
穂
の
ま
ち
は
着
実
に
発
展
を

遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
記
念

す
べ
き
節
目
に
あ
た
り
、
市
を
あ
げ

て
そ
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
市
民
の

皆
様
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
未
来

へ
の
飛
躍
に
願
い
を
込
め
て
60

周
年

記
念
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

『
と
き
め
き
赤
穂
！
』
、
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
礎
と
し
て
本
市
の
さ
ら
な
る

発
展
と
、
市
民
誰
も
が
希
望
と
誇
り

を
も
っ
て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市
政

に
対
す
る
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
新
春

平成22年（2010）

赤穂市の主な出来事

１月 ・成人祝賀式
　　 ・市内循環バス「ゆらのすけ」利用者が10万人に

２月 ・赤穂かきまつり
　　 ・まちづくり地区別懇談会（８～ 25日）
　　 ・第４回東備西播定住自立圏形成推進協議会

３月 ・消防出初式
 ・第３回近畿高等学校剣道選抜大会
 ・東備西播定住自立圏共生ビジョン策定
　　 ・赤穂城跡二之丸庭園西仕切門完成
　　 ・赤穂市食育推進計画策定
　　 ・赤穂市次世代育成支援対策後期行動計画策定

４月 ・赤穂市消防団に女性消防団員誕生
 ・第５回東備西播定住自立圏形成推進協議会

５月 ・旧坂越浦会所入館者が10万人に
     ・新作能「河勝」赤穂公演
　　 ・チャレンジデー 2010

６月 ・公園芝生化モデル事業実施（御崎第一公園）
　　 ・新総合計画（案）を赤穂市総合計画審議会に諮問
 ・東備西播定住自立圏民間イベント等支援事業決定

７月 ・定住自立圏フォーラム

８月 ・第40回市民の夕べ
 ・赤穂市指定文化財に神護寺石造物を指定
　　 ・防災総合訓練（有年地区）
　　 ・赤穂市総合計画審議会より計画（案）の答申

９月 ・ふれあい敬老会
　　 ・新総合計画 ( 案 ) を市議会に提案
　　 ・第４回赤穂義士杯青少年柔道大会
　　 ・市議会一般質問に一問一答方式を導入
　　
10月 ・市制60周年記念シンボルマーク
 　キャッチフレーズ決定
　　 ・浜市で遺跡発見

11月 ・まるとご赤穂大博覧会
 ・第７回赤穂でえしょん祭り
　　 ・第22回忠臣蔵旗少年剣道大会
　　 ・ 学校給食センターが第５回全国学校給食甲子園
 　中部・近畿ブロックで特選
　　 ・映画「最後の忠臣蔵」試写会
　　 ・赤穂市民病院新電子カルテシステム稼動

12月 ・第107回赤穂義士祭
　　  ・総合計画議決
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人口の動き（11月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 19,786戸 （－ 9）

人口 51,076人 （－ 43）

男 24,661人 （－ 18）

女 26,415人 （－ 25）

 （　）内は前月比

◎11月中の異動

出生 29人（－ 9） 転出 68人（－ 22）

死亡 53人（＋ 2） その他増 3人（＋ 3）

転入 46人（－ 32）

※住民基本台帳登録者人口

交通事故発生状況

区分 11月 平成22年累計

発生件数 139（＋ 42） 1,268（＋ 55）

　人身 19（－ 3） 213（－ 12）

　物損 120（＋ 45） 1,055（＋ 67）

死者 0（± 0） 4（＋ 3）

重症 4（＋ 3） 29（＋ 5）

軽傷 18（－ 4） 207（－ 36）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 11月 平成22年累計

火災 1 （± 0） 21 （± 0）

救急 132 （－ 7） 1,473 （＋ 127）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは ☎43・6899 まで

�������������
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１２月１日から
お見合いサポート事業を
開始しました

A
 

w
o

n
d

e
r f u l  m e e t i n g

　兵庫県・(公財)兵庫県青少年本部では、少子対策として独身男女の出会

いを支援するため、各県民局ごとに「地域出会いサポートセンター」を開

設しました。

　地域出会いサポートセンターでは、１対１のお見合い紹介を希望する

「はばタン会員」を募集しています。

 はばタン会員に登録した人には…

　はばタン会員同士の合意が得られた場合に１対１の「お見合い」の機会

を提供します。

 はばタン会員に登録できる人は…

　結婚を希望する独身の人で、原則として兵庫県内在住・在勤・在学の人

 登録申請は…

　ひょうご出会いサポートセンター縁結びサロンもしくは、地域出会いサ

ポートセンターへお越しのうえ手続きしてください。（代理申請はできま

せん）　

　 ▼  火～金曜日は予約の必要ありません。

　 ▼土曜日は電話予約が必要です。

・登録申請時に必要なもの

　 ▼  登録申込書（各センターに備え付けてあります）

　　※ＨＰからダウンロードできます。

　 ▼  独身証明書（１ヵ月以内の発行に限る）

　　※市役所市民課戸籍係で発行します。（１部300円の手数料が必要）

　 ▼  健康保険証（本人および勤務先の確認。コピーを頂いてからお返しし

ます）

　 ▼  写真２枚（３ヵ月以内に撮影したもの）

　　①全身写真Ｌサイズ縦型　②顔写真３×４㌢　

　 ▼認め印等の印鑑

※登録手数料は年3000円

※ 会員の登録有効期間は、登録日から登録日の属する年度末まで。ただし

22年度に登録した人は23年度末まで有効です。

※プライバシーは厳守しておりますのでご安心ください。

 問い合わせ先

ひょうご出会いサポートセンター西播磨出会いサポートセンター

光都サービスセンター

Eメール：habatan@seishonen.or.jp

http://www.seishonen.or.jp/deai/deai.html
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　私たちは今、二十歳という

人生の中で一つの大きな節

目を迎えました。今までの

二十年間を思い返してみる

と、頭に浮かぶのはたくさん

の“人”です。家族や友達、恩

師を始め、私たちはたくさん

の人に支えられて成長して

きました。まだまだ未熟者

ですが、今まで支えられてき

た私たちがいつか、今度は支

える番にならなくてはなり

ません。二十歳を迎えた私

たちは、まさに今そのスター

トラインに立ったところで

す。

　これから先、私たちは多く

の選択を迫られる場面があ

ると思いますが、そのときに

は自分自身で責任を持って

決断を下し、自分の選んだ道

を信じて力強く生きていく

ことが大切だと思います。

　周りの人への感謝の気持

ちを忘れず、常に前向きに歩

んでいきたいです。

　僕にとって「大人になる」

とは、他人の気持ちを考えて

行動できるようになること

です。「大人」という状態は

人として一人前であるとい

う意味だと僕は捉えている

のですが、そうであれば、一

人前であるための資格みた

いなものがあることになり

ます。僕はこれが単なる年

齢の問題や、経済的自立だと

は思いません。この資格は

もっと人間らしいもの、つま

り人間関係において最も大

切になるもの、だと思うので

す。こう考えると、「大人に

なる」ことの意味は人によっ

て異なりますが、僕の場合は

冒頭のようになりました。

僕は二十歳ですが、他人の気

持ちを考えて行動すること

をまだ苦手としています。

これからも本当の意味で大

人になるための努力をして

いきたいと思います。

　私がまだ小さい頃、友達と

「高校生になったら」「二十歳に

なったら」とお互いの夢を話し

ていました。しかし、あの頃思

い浮かべていた通りの自分に

はなれていない気がします。

　二十歳になって十代の頃と

は違う責任を持たないといけ

ないと思います。まだ二十歳。

大人の仲間入りをしたという

実感はありませんが、何もかも

が自分の責任として後でどう

なるかを考え行動し世間に恥

じないよう生活したいと思っ

ています。

　これからは、社会人として、

大人としてたくさんの経験を

積んで立派な大人になりたい

です。今まで育ててきてくれ

た両親にはとても感謝の気持

ちでいっぱいです。そして嬉

しい時も悲しい時も一緒にい

てくれた友人達は私の一生の

宝です。今までたくさんの先

生方にお世話になりたくさん

のことを教えていただきまし

た。過ごした時間は人生のほ

んの一瞬でしたが、とても尊敬

し感謝しています。

　成人した事をきっかけに大

人としての自覚を持ち、周りの

人を思いやる事のできる大人

になりたいです。

　まだまだこれから先何が起

こるかわからないですが、一緒

に育ってきた仲間と共に前向

きに一人一人将来へ向かって

頑張っていきたいです。

■赤穂西中学校出身

𠮷
よしむら

村　理
り

奈
な

■赤穂中学校出身

清
きよ

永
なが

　浩
ひろ

之
ゆき

成
人
お
め
で
と
う

二
十
歳
の

抱
負

成
人
式
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仲
間
と

共
に

将
来
に
向
か
っ
て

他
人
の

気
持
ち
を
考
え
て

行
動
で
き
る
大
人
に

自
分
の

選
ん
だ
道
を
信
じ
て
生
き
て
い
く

■赤穂中学校出身

眞
ま はな

　可
か

純
すみ
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　晴れて成人式を迎え、私た

ちは大人の仲間入りをしま

した。大人になるというこ

とは、お酒が飲めるようにな

ったり、選挙権が与えられた

りといったような「できるこ

と」が増える一方で、社会的

に責任や大人としての自覚

というものが求められるよ

うになります。でも正直に

いって今の私はまだ成人し

たという実感がありません。

まだ自分の親や周りの人た

ちに頼りきりで、年齢は二十

歳ですが、まだ気持ちがつい

てきていないように思いま

す。ですが、これからは大人

になったという自覚を持ち、

今までたくさんの人に支え

てきてもらった分、今度は自

分が周りの人を支えていけ

るような責任感のある大人

になりたいと思います。今

まで支えてきてくれた方々

に感謝の気持ちを忘れず、し

っかりと生きていきたいと

思います。

　これからどう生きるかな

んか考えたこともなかった

ことを、二十歳になり初めて

考えたとき、私は成人する自

覚を感じました。と同時に、

どう成長していきたいかを

考えました。二十歳になり、

どう成長するかは、多くの人

が上手く言えないと思いま

す。私もその一人です。で

すが、私は今まで多くの人を

見て学んできました。これ

からは成人した自分を見て

誰か一人でも、何かを感じ学

んでもらえれば私は一人の

人間として胸を張れるよう

な気がします。

　社会に貢献できるように

などと大きな事は言えませ

んが、私は一人の成人男性と

して、人生の先輩方に認めて

いただける人間になろうと

思います。

　私たちは今年成人式を迎え、

正式に大人の仲間入りをしま

した。これからは、自分が置か

れた立場で責任という言葉を

感じながらいろいろなことに

対応していかなければなりま

せん。

　二十歳は難しい年齢だと思

います。社会的には大人と認

められます。一方で、実際には

まだまだ未熟で両親やまわり

の大人の助けも必要としてし

まう大人とも子どもともつか

ない難しい年ごろであると思

います。二十歳になったから

といって急に大人になったわ

けではありません。急に自立

するとか、両親には頼らないと

か考える必要はないと考えま

す。もちろん責任ある大人と

しての立場を自覚することは

大事です。

　私が最も大切と思うのは今

まで育ててくれた親への感謝

の気持ち、一緒に活動し言葉を

交わし学び舎を共にした友達

だと思います。

　この気持ちを素直に伝える

ことは難しいことだと思いま

す。しかし、ここで成人を迎え

た特別な日を機に感謝を伝え

られたらいいなと思います。

　今年、私は学生生活を卒業し

て会社に就職します。私にと

って社会人という新たなる世

界を迎えます。いろいろな壁

にぶつかることが多々あると

思いますが、持ち前の明るさと

忍耐強さで頑張っていきたい

と思います。

　先日、僕は二十歳の誕生日

を迎え、世間の人から大人と

言われる歳になりました。

しかし、今の自分を観て、し

っかりした大人だとはあま

り思えません。僕にとって、

大人とは、自分自身の行動に

責任を持てる人というイメ

ージがあります。自分の理

想である大人になることは

とても難しいことだと思い

ますが、少しずつでも近づく

ために、これからは何をする

にも、少し立ち止まって、自

分が今やっていることは大

人として責任感を持った行

動であるか、ということを考

えながら行動していきたい

です。

　また、今まで僕を育ててく

れた親や、先生、友達に感謝

し、そして、誰から見ても大

人と呼べるような人になる

ために、これから努力してい

きたいです。

■有年中学校出身

平
ひら

尾
お

　司
し

織
おり

■有年中学校出身

山
やました

下　　渉
わたる

■坂越中学校出身

遠
とお

地
ち

　美
み

里
さと

■赤穂西中学校出身

洗
あらい

　　優
ゆう

佑
すけ

誰
か
ら
見
て
も「
大
人
」と
呼
ば
れ
る
人
に

明
る
さ
と

忍
耐
強
さ
で
頑
張
り
た
い

人
生
の

先
輩
に

認
め
ら
れ
る
人
間
に

感
謝
の

気
持
ち
を

忘
れ
ず
生
き
て
ゆ
く
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　私は、大人になったら看護師さんになりたいです。

　私は、小さい時から何度も手術や入院をしました。お医者さんに命を助けて

もらいました。次は、私が人の命を救いたいです。看護師さんになるのは、と

ても難しいけど、私はたくさんの人の笑顔がみたいのでなりたいです。私は手

術の前のますいが恐くていやでした。でも手術が終わって、看護師さんが、私

の体をふいてくれました。とても気持ちよかったです。

　私も患者さんのお世話をやさしく上手にできる看護師さんになりたいです。

　人の役に立ちたいです。

御崎小学校　藤
ふじわら

原　瑠
る い な

衣菜

　  

の
役
に

 

立
ち
た
い

������

　ぼくの将来の夢は、宇宙飛行士になることです。

　わけは、ぼくは宇宙のことにすごく興味があるからです。特に今年、無事帰

還した｢はやぶさ｣や、今打ち上げられている人工衛星｢みちびき｣に興味があ

ります。ぼくがもし宇宙飛行士になったら、宇宙に行って、いろんな実験をし

てみたいです。たとえば、宇宙でキャッチボールをしたり、せん風機を回して

みたりしてみたいです。また、宇宙でなわとびをして、何重とびができるのか

もしてみたいです。だからぼくは、がんばって勉強して、宇宙飛行士になりた

いです。

坂越小学校　植
うえ

田
だ

　航
こうへい

平

　   
宙
で
い
ろ
ん
な

 

実
験
を
し
て
み
た
い

������

　ぼくの夢は一流のプロ野球選手になることです。

　理由は、一流の選手になってファンに感動をあたえて、もっともっと野球を

好きになってほしいからです。そのためには努力が大切です。ぼくは、人数の

少ない野球部に入っているので、三年生からレギュラーとして試合に出ていま

す。そして、もっといい選手になろうと毎日すぶりをがんばっています。ぼく

の目指す選手はイチロー選手です。イチローさんは打つ、走る、守るの三つす

べてが完ぺきだからです。この夢をかなえて、お父さん、お母さんにおんがえ

しがしたいです。

高雄小学校　柏
かしはら

原　朋
とも

生
き

　  
対
か
な
え
る
ぞ

 
ぼ
く
の
夢

������

　ぼくは、六年生の友達と魚とりに行くことが大好きです。魚とりに行くたび

に、魚の生態がよく分かってきました。昔より魚の数が減ってきているので、

ぼくは、魚の事をもっとよく知ってふやしたいと思うようになりました。人が

魚を取りすぎて、魚の環境をこわしたので、まずは、海を人の力で元にもどした

いと思います。豊かな海にもどったら、魚の命を最小限いただいて、食べ物に

困っている世界中の人たちに魚を食べてもらいたいです。このように自然と

人が助け合って生きていけるように、ぼくの力を役立てたいです。

有年小学校　西
にしやま

山　忠
ただ

志
し

　  
然
環
境
を
守
り

 
活
か
す
人
に

�����

　医者になるという夢は、小さい頃から変わっていません。私はアレルギーで

入院したことがあります。その時、やさしくアドバイスしてくれたり、よく効

く薬をだしてくれたりと、まるで自分のことのように接してくれたことがとて

もうれしかったからです。一人だけ食べ物がちがったり、しっしんがでたりす

ると周りの目が気になります。でも、そんな時でもよりそって接することがで

きる医者をめざしています。私はアレルギーという経験を生かし、かん者さん

の体の支え、そして心の支えになれる医者になりたいです。

原小学校　大
おおにし

西　ひなた

　  
の
支
え
、

 
心
の
支
え

������
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　ぼくの将来の夢は、ボランティアをする人になることです。わけは、一人で

も多くの人を助けたいからです。ボランティアは、ボランティアでも、世界中

の人々が必要としている物を届けることが夢です。その夢を叶えるには、まず

自分でやれる事をしたらいいと思います。なぜかというと、最初からむずかし

いことをやっても、出来ないから、かん単で自分でも出来そうな事から始めて

いった方がいいからです。ぼくは、人の心の痛みが分かる人になりたいです。

それが今ぼくに出来るボランティアの第一歩だと思います。

赤穂小学校　中
なか た

田　裕
ひろふみ

文

　  

の
心
の
痛
み
が

 

分
か
る
人
に

������

　ぼくの夢は、将来みんなに夢をあたえられるような人になる事だ。そのため

に、プロサッカー選手になろうと決めた。ぼくは、今フェリスオンダというサ

ッカーチームに入っている。最初は、友だちのさそいがきっかけだった。

　だけど、今は夢を持っている。プロサッカー選手になる事だ。どんな人にも

夢を持ってほしい。たとえ無理だと思っても。だれだって夢を持っていい。

どんな話だって、その夢に向かってがんばってほしい。そんな夢をみんなが持

てると楽しい世の中になるだろう。だから、ぼくの夢は、プロサッカー選手に

なってみんなに夢をあたえる事だ。

城西小学校　西
にしもと

本　蛍
けいたろう

太朗

　  

ん
な
に
夢
を

 

あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に

����

　わたしの夢は、げきだん員になることです。理由は、げきだん四季の｢ライ

オンキング｣や｢美女と野獣｣などを見に行って、楽しそうだなぁ、私もやって

みたいなぁ、と思ったからです。この夢を実現させるために今、音楽の学習を

がんばっています。歌は、大きな声を出して、口を大きくあけて歌うようにし

ています。もう一つ気をつけていることは、しせいです。できるだけ正しいし

せいをたもって、ぶたいでも良いしせいで演じられるようにしています。そし

て、いつか｢美女と野獣｣の美女ベル役を演じてみたいです。めざせ、ベル‼

塩屋小学校　梶
かじはら

原　奈
な な せ

々星

　  
ざ
せ　

ベ
ル
！

����

　ぼくは小さいころ、人見知りが強く笑顔があんまりない子でした。そんなぼ

くの笑顔のきっかけは少年野球への入団。やさしくて上手な先ぱい達に野球

とは楽しく感動的なスポーツだということを教えてもらいました。だからぼ

くはプロ野球選手になります。何かの原因で笑顔を失っている人にぼくがや

っている野球を見て笑顔を取りもどしてほしいのです。ぼくの最高のプレー

で世界中の人々に野球というスポーツを好きになってもらいたいです。この

夢をかなえるため、ぼくは全力をつくし一回一回の練習を大切にし、努力を実

らせてみせます！

赤穂西小学校　山
やました

下　時
とき

哉
や

　  
球
で
笑
顔
を

 
と
り
も
ど
そ
う
！

������

　私は将来、緞通を織りたいと思っています。幻の緞通と言われる赤穂緞通は

独特の風合と手触りを持っています。

　11月に緞通織りを体験しました。色を変えながら織り、にぎりばさみで切

ります。織った後、文様を際立たせるために摘みました。二日間で九時間ぐら

いかかり、地道にがんばり、やっと四つ葉の小さな緞通を完成させました。

　赤穂緞通は、江戸末期に考案され明治七年に完成しました。赤穂の地場産業

として、全国に広めようと努められています。私も大人になったら、ぜひ赤穂

緞通を織りたいです。

尾崎小学校　松
まつ

井
い

　優
ゆう

佳
か

　  
穂
緞
通
を

 
織
り
た
い

������
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赤
穂
市
水
道
事
業
で
は
、
４
月
検
針
分

か
ら
「
水
道
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
」

（
検
針
票
）
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
検
針
票
は
、
約
２
１
，
８
０
０
件
の

水
道
使
用
者
に
対
し
、
２
ヵ
月
に
一
度
、

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
際
に
、
配
布
し
て

い
ま
す
。

● 

対
象　

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
市

税
、
水
道
料
金
及
び
下
水
道
使
用
料
等

の
滞
納
が
な
い
も
の

● 

広
告
内
容　

公
共
性
や
中
立
性
及
び

品
位
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
も
の

● 

規
格　

検
針
票
裏
面
下
１
枠

　

縦
70
㎜
×
横
75
㎜ 

１
色
刷

● 

掲
載
期
間　

平
成
23
年
４
月
検
針
分

〜
平
成
24
年
３
月
検
針
分

● 

掲
載
料　

１
３
０
，
０
０
０
円
（
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
抜
き
）

● 

募
集
期
間　

１
月
４
日
（
火
）
〜
31
日

（
月
）

● 

申
込
方
法　

上
下
水
道
部
総
務
課
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の

う
え
、
広
告
原
稿
を
添
付
し
て
、
持
参

ま
た
は
郵
送
に
て
申
込
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
＝
土
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
▼
郵

送
＝
１
月
31
日
（
月
）
午
後
５
時
15
分

必
着
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

〒
678―

0239 

赤
穂
市
加
里
屋
89
番
地
の
１

　

上
下
水
道
部 

総
務
課　

 

☎

43
・
１

２

７

２

水道使用水量等のお知らせ ( 検針票 ) の裏面に掲載の有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

● 期日前投票もできます　投票日に、仕事や旅行、レ

ジャー、冠婚葬祭等の用務が見込まれる人は投票日

前でも、期日前投票所で事前に投票することができ

ます。

・期間　１月17日（月）～22日（土）

　　　　午前８時30分～午後８時

・場所　市役所２階203会議室

・ 手続きは簡単　受付で、宣誓書に挙げられている

項目の中から、投票日に投票できない事由を選択

します。あとは投票日の投票所における投票の手

続きと同じです。

・ 詳しくは選挙管理委員会（☎43・6846）まで問い

合わせください。

※ 開票は23日（日）午後９時～　市役所２階会議室

で行います。開票速報は市役所正面（東側）玄関広

場での掲示と有線放送により、午後９時40分から、

以後20分おきに行います。

※開票結果は市ホームページでもご覧いただけます。

赤穂市長選挙は

１月 23 日㈰が投票日です

赤穂の未来はあなたの一票から

�����������

１月から禁煙を支援する禁煙外来を再開しました。

（毎週水曜日　要予約）

　この外来では、禁煙補助薬やカウンセリングで、皆

さんの禁煙のお手伝いをいたします。お気軽に当院

へご連絡ください。

���������������
　生花による、アレルギー発症や院内感染を予防す

るため、病棟への生花・鉢植えの持込みを12月からご

遠慮くださいますようお願いしております。

皆さまのご理解、ご協力をお願いいたします。

問市民病院 医療課　　☎４３・３２２２

自然災害の備えにぜひご加入下さい

区　分 負担金 被害認定 給付金

住宅所有者 年額5,000円 半壊以上 最高600万円

マンション
共 用 部 分
※１

年額2,400円 半壊以上 最高300万円

家　 財※２ 年額1,500円 床上浸水以上 最高50万円

※１　負担金・給付金とも住戸数をかけた額となります。
※２　 平成 22 年８月１日から新たな制度としてスタートしまし

た。賃貸、借家にお住まいの方も加入できます。住宅所有
者加入と同時加入の場合、負担金を 500 円割り引きます。

フェニックスサポーター

はばタン フェニックス共済フェニックス共済フェニックス共済

新年　あけ
ましておめでとうございます　

自然災害から「住まい」「家財」を守る
～兵庫県住宅再建共済制度～

●住宅をお持ちの方

　 住宅再建共済制度　年額5,000円で最高600万円を給付

●住宅にお住まいの方

　 家財再建共済制度　年額1,500円で最高 50万円の給付

安心の兵庫県の共済へぜひご加入を

（公財）兵庫県住宅再建共済基金 神戸市中央区 ☎ 078・362・9400（専用電話 平日 9:00 ～ 17:00)

赤穂市民病院からのお知らせ
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すくすく育て  わが家のホープ！

「明るく素直で

　　　　　元気に育ってね！」
☆父・徳生さん　母・まどかさんより

東浜町

福
ふく

井
い

直
なお

人
と

ちゃん

平成21年８月12日生まれ

「１歳のお誕生日おめでとう。

すくすくのびのび大きくなってね」

☆父・匡範さん　母・未緒さんより

磯浜町

𠮷
よし

田
だ

紘
ひろ

人
と

ちゃん

平成22年１月13日生まれ

● 予防接種実施医療機関（事前に予約のうえ、母子健康手

帳または被保険者証を持参して接種を受けてください）

医療機関名

予防接種
（実施医療機関には○がついています）

子 宮 頸
が 　 ん
予　　防

小 児 用
肺炎球菌

イ ン フ ル
エ ン ザ 菌
b 型（ヒブ）

赤 穂 市 民 病 院 ○ ○ ○

赤 穂 中 央 病 院 ○ ○ ○

赤 穂 は く ほ う 会 病 院 ○ ○ ○

赤穂中央病院附属ジャスコ診療所 ○ ○ ○

秋 山 成 長 ク リ ニ ッ ク ○ ○ ○

太 田 小 児 科 ○ ○ ○

梶 原 外 科 ○ ― ―

久 保 川 医 院 ○ ― ―

黒 田 医 院 ― ○ ○

シ オ ヤ 外 科 胃 腸 科 医 院 ○ ― ―

田 淵 医 院 ○ ― ―

中 村 内 科 医 院 ○ ― ―

福 田 産 婦 人 科 麻 酔 科 ○ ○ ○

藤 野 内 科 ク リ ニ ッ ク ○ ○ ○

三 木 内 科 ○ ― ―

宮 崎 ク リ ニ ッ ク ○ ― ―

山 中 ク リ ニ ッ ク ― ○ ○

渡 辺 内 科 小 児 科 医 院 ○ ○ ○

※ 市外で予防接種する場合は、事前に手続が必要です。

保健センターまでご連絡ください。

● 子宮頸がん予防ワクチン接種

対 象 者
市内に住所を有する中学１年生 (13歳相当 )
～高校１年生 (16歳相当 ) の女子

接種金額 無料

接種回数
３回（十分な予防効果を得るためには３回の
接種が必要です）

● 小児用肺炎球菌・インフルエンザ菌ｂ型（ヒブ）
ワクチン接種

対 象 者
市内に住所を有する生後２ヵ月以上５歳未
満の乳幼児

接種金額 無料

接種回数
１～４回（接種開始時期により接種回数は異
なります）

１月４日から

子宮頸がん予防・小児用肺炎球菌・
インフルエンザ菌ｂ型（ヒブ）
 ワクチンの予防接種が無料となります

子宮頸（けい）がんの発症予防・細菌性髄膜炎の重症化

予防にはワクチン接種が有効とされています。これら

の疾病の予防として、１月４日から無料でワクチン接

種ができるようになりました。

 問保健センター　☎４３・９８５５

※ ワクチン接種（子宮頸がん・小児用肺炎球菌・イン

フルエンザ菌ｂ型（ヒブ））は、予防接種法に基づく

定期の予防接種ではなく、市

が行政措置予防接種として実

施する任意の予防接種です。

※ 予診票・説明書は実施医療機

関及び保健センターにあり 

ます。
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10

12

赤穂の師走の風物詩、一年の締めくくりとなる第 107 回

赤穂義士祭が 12 月 14 日開催されました。前日からの雨

も上がり晴天に恵まれ、約７万人の観衆が元禄絵巻に酔い

しれました。　1四十七士が大手門から登場 /2伝統の技

が冴える大名行列 /3今年は赤穂高校生徒が 41 名参加し

た、赤穂おどり /4第 26 代赤穂義士娘のお披露目となる

義士娘人力道中 /5威勢の良い掛け声が響いた竹北どん

ちゃん /6かわいい踊り子も登場した、でえしょん /7赤

高生が缶バッチなどを配布して観光客をおもてなし /8

今年も名調子は健在。浜村淳さんの司会 /9東映剣会殺陣

には大衆演劇のホープ、都若丸さんがゲスト出演 /10義士

ライダーも登場！ /11 前夜祭と当日の夜には青く輝く天

守閣が出現 /12 花岳寺門前広場では前夜祭に竹明かりと

にら雑炊でおもてなし /1312 月９日には塩屋小学校６年

生による観光案内が行われました。
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8

13

11

大規模林野火災防御訓練

(11/28 塩屋山) 
大規模な林野火災が発生したと

の想定で市内の全消防分団が参

加して放水訓練などを行いまし

た。各分団や団員間の連携や放

水技術の習熟に努め有事に備え

ました。

歓喜の歌が響く　第九演奏会(12/5 文化会館) 

「赤穂の第九」は今年が９回目。７月から練習を重ねてきたハーモニー第

九合唱団の皆さん。第九に込めた熱き思いを歌声にのせ、声高らかに歌い

上げました。

第
６
回
大
津
だ
い
こ
ん
祭

(

12
／
5 

旧
大
津
保
育
所
等) 

だ
い
こ
ん
の
収
穫
や
ふ
ろ
ふ
き
大
根
の
振
舞
い

な
ど
で
「
ひ
ょ
う
ご
安
心
ブ
ラ
ン
ド
」
の
大
津

だ
い
こ
ん
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
ま
し
た
。

安全確実に食事を提供す
るために(12/10 老健あこう) 

赤穂健康福祉事務所所管内給食施

設協議会では、災害時に施設入所

者へ安全確実に食事を提供できる

よう、実地訓練を行いました。

フォトニュースフォトニュース

11 No.709  2011年 1月



１
．
障
害
者
控
除

　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
65

歳
以

上
の
人
は
、
介
助
の
必
要
性
や
認

知
症
の
度
合
い
等
に
よ
り
、
障
害

者
手
帳
等
が
な
く
て
も
障
害
者
控

除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
申

請
に
よ
り
、
当
該
年
度
の
12

月
31

日
現
在
の
状
態
を
、
要
介
護
認
定

調
査
票
等
で
確
認
し
、「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま

す
。

２
．
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

要
介
護
認
定
を
受
け
、
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が

２
年
目
以
降
の
人
は
、
申
請
に
よ

り
、
寝
た
き
り
の
度
合
い
や
尿
失

禁
の
有
無
を
主
治
医
意
見
書
で
確

認
し
、「
お
む
つ
使
用
確
認
書
」
を

交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
初
め
て
お
む
つ
代
に
つ

い
て
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

や
、
主
治
医
意
見
書
の
内
容
が
所

定
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
人
は
、

別
途
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

問
介
護
福
祉
課

 

☎

43

・

６

９

４

７

　

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
疾
病
に

か
か
り
、
長
期
間
継
続
し
て
通
院

療
養
を
受
け
て
い
る
18

歳
未
満
の

児
童
に
対
し
て
、
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
に
な
る
疾
病

　

小
児
先
天
性
心
疾
患
・
小
児
リ

ウ
マ
チ
熱･

小
児
慢
性
腎
炎
・
小

児
慢
性
肝
炎
・
小
児
ぜ
ん
そ
く
・

小
児
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
・
小
児

て
ん
か
ん
（
た
だ
し
、
小
児
慢
性

肝
炎
に
つ
い
て
は
、
６
ヵ
月
を
限

度
と
し
た
入
院
療
養
を
含
む
）

●
助
成
の
範
囲

　

対
象
疾
病
に
か
か
る
医
療
費
の

自
己
負
担
分

●
助
成
の
期
間

　

申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
の
初
日
か
ら
、
６
月
30

日

ま
で
で
、
引
き
続
き
助
成
を
受
け

る
場
合
は
毎
年
更
新
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
・
医
師
の
診
断
書
・

振
込
先
口
座
番
号
を
確
認
で
き
る

も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
）・
印

鑑●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課 

国
保
医
療
係　

 

☎

43

・

６

８

１

３

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
等
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
は
、
所
得
税
法

上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
の
課

税
対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
額
が

１
０
８
万
円
以
上
（
65

歳
以
上
の

人
は
１
５
８
万
円
以
上
）
の
人
に

つ
い
て
は
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
厚
生

労
働
省
・
各
共
済
組
合
）
は
、
所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
た
か
ど
う

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
等

の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
委
託
を
受
け
た

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。

● 
送
付
対
象
者　

平
成
22

年
１
月

〜
12

月
中
に
老
齢
（
退
職
）
年
金

を
受
け
た
人

※ 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課

税
の
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
送
付
時
期　

１
月
中

●
問
い
合
わ
せ
先

　

「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
」

・
姫
路
年
金
事
務
所

 

☎
０

７

９

・

２

２

４

・

６

３

８

５

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
０

５

７

０

・

０

５

・

１

１

６

５

　

「
共
済
年
金
」
の
人
は
、
各
共
済

組
合
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23

年
4

月
〜
平
成
24

年
3

月
の
保
険
料
を
口
座
振
替
に
よ
り

一
括
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
２

月
中
に
各
金
融
機
関
へ
申
込
が
必

要
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
お
得

な
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
早
め
に
手
続
き
く
だ

さ
い
。（
申
請
用
紙
は
、
市
役
所
市

民
課
年
金
担
当
へ
）

○
市
年
金
相
談

　

１
月
20

日
（
木
）

　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
ま
で

　

市
役
所
１
階　

相
談
室

○
姫
路
年
金
事
務
所
出
張
相
談

　

２
月
３
日
（
木
）

　

午
前
10

時
〜
午
後
3

時
受
付

　

市
役
所
２
階　

２
０
４
会
議
室

※ 

65

歳
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
何
の

年
金
も
受
給
し
て
い
な
い
人

―
 

本
当
に
年
金
を
も
ら
う
資
格
が

な
い
の
か
、
年
金
相
談
等
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
記

録
を
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い―

問
市
民
課 

年
金
担
当

 

☎

43

・

６

８

２

０

確
定
申
告
の
準
備
を
！

障
害
者
控
除
と
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

確
定
申
告
の
準
備
を
！

障
害
者
控
除
と
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

ご
存
知
で
す
か

小
児
特
定
疾
患
医
療
費
の
助
成

ご
存
知
で
す
か

小
児
特
定
疾
患
医
療
費
の
助
成

確
定
申
告
等
に
必
要
な

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
交
付
さ
れ
ま
す

確
定
申
告
等
に
必
要
な

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
交
付
さ
れ
ま
す

23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
を
口

座
振
替
で
１
年
前
納
し
た
い
人
へ

23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
を
口

座
振
替
で
１
年
前
納
し
た
い
人
へ

年
金
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

介
護
保
険
相
談
室

国
保
医
療
だ
よ
り

国
民
年
金
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本
年
は
会
場
を
総
合
福
祉
会
館

に
変
更
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
・
決
算
説
明
会

●
日
程　

１
月
26

日
（
水
）

・
給
与
・
年
金
所
得
の
あ
る
人

　

午
前
10

時
〜
正
午

・
事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

　

午
後
１
時
〜
３
時

・ 
土
地
、
建
物
等
を
売
却
し
た
と

き
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
人

　

午
後
３
時
〜
４
時

● 
場
所　

総
合
福
祉
会
館 

３
階

集
会
室

所
得
税
の
還
付
申
告
受
付

「
公
的
年
金
等
の
還
付
申
告
受
付
」

● 

日
程　

２
月
２
日
（
水
）・
３
日

（
木
）・
４
日
（
金
）

● 

対
象
者　

公
的
年
金
所
得
の
あ

る
人

「
給
与
所
得
の
還
付
申
告
受
付
」

● 

日
程　

２
月
９
日
（
水
）・
10

日

（
木
）

● 

対
象
者　

①
給
与
所
得
の
あ
る

人
で
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ

る
人

　

 

②
年
の
中
途
退
職
の
た
め
に
年

末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

● 

受
付
時
間
・
場
所
（
年
金
・
給

与
と
も
同
じ
）

・ 

時
間　

午
前
９
時
30

分
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
４
時

・ 

場
所　

総
合
福
祉
会
館 

３
階

集
会
室

・ 
必
要
書
類 

①
給
与
や
年
金
の

源
泉
徴
収
票 

　

 

②
控
除
の
種
類
に
応
じ
た
領
収

書
や
証
明
書
（
注
）
国
民
年
金

等
の
支
払
を
証
す
る
書
類
が
必

要
で
す
。（
医
療
費
の
領
収
書
は

医
療
を
受
け
た
人
、
病
院
等
の

別
々
に
集
計
し
、
保
険
金
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か

る
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
）

　

 
③
印
鑑
及
び
還
付
金
の
受
取
口

座
を
確
認
で
き
る
も
の

問
相
生
税
務
署

 

☎
23
・
０
２
３
１
（
代
表
）

　

県
立
赤
穂
高
等
学
校
定
時
制
課

程
（
普
通
科
）
で
は
、
平
成
23

年
度

の
入
学
志
願
者
を
募
集
し
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
成
人
を
対
象
と
す
る

成
人
特
例
入
試
は
次
の
要
領
で
行

い
ま
す
。

●
募
集
学
科　

普
通
科

● 

出
願
資
格　

平
成
22

年
4

月
1

日
現
在
満
20

歳
以
上
の
人

● 

出
願
期
間　

２
月
22

日
（
火
）
〜

24

日
（
木
）

●
受
付
時
間　

午
後
２
時
〜
７
時

●
出
願
場
所　

赤
穂
高
等
学
校

●
選
抜
期
日　

３
月
14

日
（
月
）

●
選
抜
方
法　

作
文
及
び
面
接

● 

そ
の
他　

出
願
書
類
な
ど
詳
し

く
は
、
赤
穂
高
等
学
校
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
赤
穂
高
等
学
校 

定
時
制
課
程

 

☎
43

・
２
１
５
１

　

学
生
（
２
年
生
）
た
ち
が
地
域
に

足
を
運
び
、
教
育
・
福
祉
・
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
歴
史
な
ど
様
々

な
側
面
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
や

実
践
活
動
を
展
開
し
て
き
た
結
果

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

● 
日
時　

１
月
19

日
（
水
）
午
後

１
時
〜
５
時
50

分

● 
場
所　

関
西
福
祉
大
学 

社
会

福
祉
学
部
棟

問
関
西
福
祉
大
学☎

46

・
２
５
２
５

　

農
作
業
風
景
な
ど「
農
」
が
創
出

す
る
豊
か
な
自
然
、
美
し
い
景
観

が
題
材
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
た
小
学
校
３
・
４
年
生
の
作
品

３
，６
１
３
点
か
ら
、
市
内
の
児
童

作
品
１
２
９
点
を
展
示
し
ま
す
。

● 
日
時　

２
月
２
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
10

日
（
木
）
午
後
１
時

● 
場
所　

プ
ラ
ッ
ト
赤
穂
２
階
ギ

ャ
ラ
リ
ー

問
赤
相
農
業
共
済
事
務
組
合

 

☎
45

・
１
１
０
１

　

も
の
を
創
る
喜
び
、
こ
こ
ろ
を

表
現
す
る
喜
び
、
社
会
に
向
け
て

発
信
す
る
喜
び
を
表
現
し
、
地
域

と
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
特

別
支
援
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

● 

期
間　

１
月
21

日
（
金
）
〜
23

日

（
日
）

● 

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

50

分

● 

会
場　

赤
穂
特
別
支
援
学
校
体

育
館

● 

展
示
内
容　

①
児
童
生
徒
の
作

品
（
約
２
０
０
点
）
②
学
校
紹

介
（
パ
ネ
ル
展
示
・
Ｖ
Ｔ
Ｒ
放

映
）
③
作
品
販
売

● 

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー　

１
月
23

日

（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

赤
穂
特
別
支
援
学
校 

体
育
館

問 

兵
庫
県
立
赤
穂
特
別
支
援
学

校 

☎
43

・
９
２
６
６

● 
お
仕
事
承
り
ま
す　

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

・
不
用
品
の
処
分

・
庭
木
の
予
防

・
大
工
・
左
官
仕
事
等

　

臨
時
で
短
期
的
な
仕
事
請
負
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

● 

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男
性

60

歳
、
女
性
58

歳
以
上
の
健
康

で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
入
会
説

明
会
に
出
席
し
た
人
。

●
２
月
の
入
会
説
明
会

・ 

日
時　

２
月
14

日
（
月
）
午
後

１
時
30

分
〜

・ 
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

☎
43

・
７
２
０
０

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

お知らせお知らせ

赤
穂
高
校
定
時
制

平
成
23
年
度
成
人
特
例

入
学
者
選
抜
志
願
者

赤
穂
高
校
定
時
制

平
成

23
年
度
成
人
特
例

入
学
者
選
抜
志
願
者

募　集募　集

関
西
福
祉
大
学
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ア
ワ
ー
報
告
会

関
西
福
祉
大
学
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ア
ワ
ー
報
告
会

お知らせお知らせ

第
10
回
「
農
」
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

第
10
回
「
農
」
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

作品展作品展

赤
穂
特
別
支
援
学
校

作
品
展
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

赤
穂
特
別
支
援
学
校

作
品
展
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

作品展作品展

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お知らせお知らせ

不要になった
消火器の処分は
1本 1,000円～

不要になった
消火器の処分は
1本 1,000円～

住宅用火災警報器の設置はお早めに。

㈱ 播 州 商 会
赤穂市上仮屋南4－21

TEL42-4032　FAX42-4000
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若
い
世
代
を
中
心
に
、
も
っ
と

育
児
に
関
わ
り
た
い
と
望
む
男
性

が
増
え
て
い
ま
す
。
子
育
て
世
代

の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
食
育

の
必
要
性
な
ど
子
育
て
を
考
え
る

講
座
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
全

３
回

● 

第
１
回　

１
月
22
日
（
土)

午

前
10
時
〜
11
時
30
分

・ 

テ
ー
マ　

子
ど
も
を
育
て
る
と

は　

父
親
・
母
親
の
関
わ
り

　

 

講
師
＝
関
西
福
祉
大
学 

社
会

福
祉
学
部 

准
教
授 

前
田 

美

智
代

●
第
２
回　

１
月
29
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

・ 

テ
ー
マ　

子
ど
も
虐
待
防
止

　

 

講
師
＝
関
西
福
祉
大
学 
社
会

福
祉
学
部 

教
授 

佐
伯 
文
昭

● 

第
３
回　

２
月
５
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
11
時
30
分

・ 

テ
ー
マ　

子
ど
も
へ
の
食
育
の

必
要
性　

講
師
＝
関
西
福
祉
大

学 

看
護
学
部 

教
授 

小
野 

ツ

ル
コ　

●
会
場　

図
書
館
２
階

● 

対
象
・
定
員　

市
内
に
居
住
・

在
勤
・
通
学
の
人
30
名
（
先
着

順
）

● 

申

込　

１

月
６

日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
受
付
。
受
講
料

５
０
０
円
を
添
え
て
中
央
公
民

館
・
地
区
公
民
館
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
中
央
公
民
館

 

☎

43
・

７

４

５

１

第
65
回
心
臓
病
教
室

● 
日
時　

１
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

市
民
病
院
３
階
講
義
室

● 

内
容　

①
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
飲
み
物
に
つ
い
て 

〜
お
酒
、

カ
フ
ェ
イ
ン
、
炭
酸
飲
料
は
好

き
で
す
か
〜
」 

看
護
部
＝
田
中

千
尋　

②
「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

治
療
と
は
」 

循
環
器
科
＝
小
林

憲
恭

問
市
民
病
院 

地
域
医
療
室

 

☎

43
・

８

４

５

８

第
15
回
肝
臓
病
教
室

● 

日
時　

１
月
23
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分

●
場
所　

市
民
病
院
３
階
講
義
室

● 

内
容　

「
生
活
習
慣
病
と
肝
疾

患
」 

消
化
器
科
＝
勝
谷　

誠

問
市
民
病
院 

地
域
医
療
室

 

☎

43
・

８

４

５

８

介
護
教
室

● 

日
時　

１
月
29
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
３
時

●
場
所　

市
民
病
院
別
館
２
階

● 

テ
ー
マ　

▼
「
お
く
す
り
に
つ

い
て
勉
強
し
よ
う
」
薬
剤
部
＝

千
崎 

昭
輝 

▼
介
護
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
「
食
事
の
援
助
に
つ
い
て
」

問
市
民
病
院 

看
護
部　

 

☎

43
・

３

２

２

２

　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
、
30
年
後
の
西
播
磨

地
域
の
展
望
に
つ
い
て
、
高
校
生

と
大
人
が
〝
若
者
が
住
み
た
い
ま

ち
〞
を
テ
ー
マ
に
、
ひ
ろ
く
意
見

交
換
を
行
う
、「
西
播
磨
地
域
夢
会

議
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時　

２
月
20
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
４
時

● 

場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
（
佐
用
駅
か
ら
徒
歩
１
分
）

● 
テ
ー
マ　

「
若
者
が
住
み
た
い

ま
ち
」
〜
こ
の
ま
ち
で
何
が
し

た
い
か
、
何
が
で
き
る
か
〜

● 

内
容　

①
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
〔
第
１
部
〕　

②
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
〔
第
２
部
〕　

③
全
体
討
論

〔
第
３
部
〕

● 

参
加
者　

西
播
磨
の
地
域
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
（
事

前
申
込
要
）

●
締
切　

１
月
28
日
（
金
）

問
西
播
磨
県
民
局 

地
域
企
画
課

　

 

☎

58
・

２

１

２

０

市
民
福
祉
大
学
講
座

｢

子
育
て｣

を
考
え
る 

子
育
て

に
積
極
的
に
か
か
わ
る
た
め
に

市
民
福
祉
大
学
講
座

｢

子
育
て｣

を
考
え
る 

子
育
て

に
積
極
的
に
か
か
わ
る
た
め
に

講　座講　座

赤
穂
市
民
病
院

患
者
教
室

赤
穂
市
民
病
院

患
者
教
室

健康健康

が
ん
ば
ろ
う
佐
用

が
ん
ば
ろ
う
姫
新
線
応
援
事
業

西
播
磨
地
域
夢
会
議

が
ん
ば
ろ
う
佐
用

が
ん
ば
ろ
う
姫
新
線
応
援
事
業

西
播
磨
地
域
夢
会
議

募　集募　集

▼  けむり感知式　 火災の「けむり」を感知して警報

を鳴らします。「寝室」と「階段」には必ずこのタ

イプを設置してください。

▼  ねつ感知式　火災の「ねつ」を感知して警報を鳴

らします。「台所」に適しています。（赤穂市では、

台所への設置義務はありません）

火災は多くの場合 ｢ けむり ｣ から始まります

　火災の発生に早く気づくには、炎が燃え上がり室

温が上昇してから警報する「ねつ感知式」よりも、

「けむり感知式」のほうが有効です。

▼  電源タイプ　電池式とＡＣ電源式があります。

▼  鳴動個数タイプ　火災を感知した住警器のみ鳴

動する単独型と、全ての住警器が連動して鳴動す

る連動型があります。

▼  目や耳の不自由な方にお勧め

　補助警報装置（ＡＣ100Ｖ補助装置）

　 　強力なストロボライト(キセノンランプのフラ

ッシュ光)による警報光と大音量の警報音で火災

を知らせます。 問消防本部 予防課 ☎ 43・6882

��������

設置期限まで

 �����

���������

住宅用火災警報器の種類について

設
置
期
限 

５
月
31

日

������������
������������

����������������☎����������������☎

９時～15時
赤穂海浜公園
９時～15時
赤穂海浜公園

（日）（日）�������������� ������
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身
近
な
怒
り
を
テ
ー
マ
に
川
柳

を
募
集
し
ま
す
。

● 
作
品　

川
柳
（
五
・
七
・
五
で
季

語
に
は
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん
）

● 
テ
ー
マ　

「
身
近
な
怒
り
」
公
共

の
正
義
の
立
場
か
ら
感
じ
る
い

き
ど
お
り
や
道
義
に
は
ず
れ
た

こ
と
に
対
す
る
正
し
い
怒
り
。

ま
た
、
家
族
、
友
人
や
身
の
回

り
の
出
来
事
な
ど
に
対
す
る
ち

ょ
っ
と
し
た
怒
り
、
私
は
怒
っ

て
い
る
ぞ
と
感
じ
た
こ
と
な
ど

明
る
い
怒
り
を
川
柳
に
し
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

１
月
31
日
（
月
）

●
投
句
方
法　

実
行
委
員
会
の
指

定
す
る｢

怒
り
の
絵
馬｣

を
購
入

し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
指
定
絵

馬
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
購
入
で

き
ま
す
。

● 
賞
品　

▼
大
賞
（
１
句
）
賞
金

10
万
円
と
赤
穂
特
産
品
５
千
円

相
当
▼
優
秀
賞
（
３
句
）
賞
金

５
万
円
と
赤
穂
特
産
品
５
千
円

相
当
▼
佳
作
（
43
句
）
赤
穂
特
産

品
５
千
円
相
当

● 
発
表　

３
月
14
日
（
月
）
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
者
に
は
直
接
郵
便

で
ご
連
絡
し
ま
す
。

問 

赤
穂
商
工
会
議
所
内
・
身
近

な
「
怒
り
」
の
川
柳
コ
ン
ク
ー

ル
実
行
委
員
会

 

☎

43

・

２

７

２

７

身
近
な｢

怒
り｣

の

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
０

身
近
な｢

怒
り｣

の

川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
０

募集募集

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

☎４３・５１１１（財）赤穂市文化とみどり財団

ハーモニーインフォメーションハーモニーインフォメーション
HARMONY INFORMATION

　 ： ako-harmony@memenet.or.jp
ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/

1月10日(月・祝)　 一回目 12：00開演

　　　　　　　二回目 14：30開演 大ホール 全席指定

出演予定：我が家・狩野英孝・小島よしお・猫ひろし・

響・ななめ４５°・磁石の７組になりました。

入場料：3,300円（友の会3,000円）

������������������������� 好評

発売中!

1月29日(土)　 15：00開演　小ホール　全席自由

出演：小林かずみ（ピアノ・お話し）、小室弥須彦（ピアノ）

　　　小林　慶子（ソプラノ）

入場料：500円（友の会割引は、ございません）

��������������������

�����������������������
好評

発売中!

～大人気のお笑い芸人大集合！

エネルギー溢れるアメリカ大陸で生まれた音楽のルーツを

２台のスタンウェイ・フルコンサート・ピアノでたどります !!

6月11日(土)　 13：00開演　大ホール　全席指定

入場料：1,500円（友の会1,300円）

発売予定：友の会　１月29日（土）午前９時～

　　　　一　般　２月 ３ 日（木）午前９時～

�����������

������������������

電話予約はいずれの
日も午後１時～（　　　　　　　　　 ）

23年度友の会募集は１月22日（土）から開始します。

まもなく

発売！

まもなく

発売！

●
図
書
の
整
理
と
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

期
間　

２
月
15

日
（
火
）
〜
24

日
（
木
）

　

休
館
中
は
貸
出
・
閲
覧
・
利
用
者
登
録
な
ど

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
休
館

中
の
図
書
の
返
却
（
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
除
く
）
は
玄
関
横
の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
２
月
１
日
（
火
）
〜
13
日
（
日
）
の
間
、

図
書
等
の
貸
出
期
間
を
４
週
間
と
い
た
し
ま

す
。

●
２
月
の
祝
日
開
館

２
月
11

日
（
木
・
建
国
記
念
の
日
）で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

〒678-0202 

赤穂市山手町7番地の7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

ついに登場 !!

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　　おまけにリビングも広く！
　　　　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！

リビング天井
3.8ｍ

大型収納
（ハシゴなし）

☎

43

・

０

２

７

５

��������������
　警察では、毎年１月 10 日を ｢110 番の日 ｣ と定め、県
民の皆さんに 110番通報を早く、正しく利用していただく
ようご理解とご協力をお願いしております。

｢ まちの安全　守るみんなの　１１０番 ｣

110 番は、事件事故に遭われた方、見られた方から、

いち早く警察に通報していただく緊急通報電話です。

警察なんでも相談電話 ｢♯９１１０｣

～その他の警察相談電話～
①オウムフリーダイヤル（オウム 110 番） ☎ 0120・006・024

②性犯罪被害 110 番（レディースサポートライン） ☎ 078・351・0110

③暴力 110 番ヤクザゼロ ☎ 0120・20・8930

④覚せい剤相談電話（覚せい剤 110 番） ☎ 078・361・0110

⑤けん銃についての情報 ( けん銃 110 番 ) ☎ 0120・10・3774

⑥ヤミ金融・悪質商法 110 番 ☎ 078・371・9110

⑦少年相談室（ヤングトーク） ☎ 0120・786・109

⑧痴漢等被害相談電話（痴漢等被害相談所） ☎ 079・224・0110

⑨ストーカー・ＤＶ相談電話 ☎ 078・371・7830

⑩極左 110 番 ☎ 078・371・2110

緊急の対応を必要としない問い合わせ、相談などは『警

察なんでも相談電話｢♯9110｣のご利用をお願いします。

いたずらの１１０番通報は犯罪です。緊急な事件・事故の
対応に支障を来しますので、絶対にしないでください。
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このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎ 42・1397まで
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赤穂市社会福祉協議会
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ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/
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市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

旧
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
社

協
）
の
運
営
に
格
別
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

社
協
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
経
済

状
況
の
低
迷
と
相
ま
っ
て
、
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し

て
の
社
協
の
事
業
活
動
の
推
進
や
活

力
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り

ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
障
害
者
自
立
支

援
法
の
廃
止
に
伴
い
、
こ
れ
に
代

わ
る
「
（
仮
称
）
障
が
い
者
総
合
福
祉

法
」
の
制
定
に
向
け
た
検
討
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
福
祉

分
野
で
は
、
年
金
改
革
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
な
ど
の
見
直
し
の
検
討

が
進
め
ら
れ
、
昨
年
５
月
か
ら
は
、

介
護
保
険
の
報
酬
改
定
の
検
討
も
行

わ
れ
て
お
り
、
政
権
交
代
以
降
、
政

府
の
政
策
決
定
や
予
算
編
成
の
プ

ロ
セ
ス
が
大
き
く
変
わ
る
と
と
も

に
、
新
た
な
公
共
を
受
け
持
つ
「
担

い
手
」
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
る
な

ど
社
会
福
祉
事
業
を
含
む
公
共
の
あ

り
方
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
社
協
に
と
っ
て
普
遍
の
基
本
目

標
で
あ
り
ま
す
「
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
協
に
対
す
る
評
価
も

年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
公
共
性
の
高
い
中
核
的
な
地
域

福
祉
の
推
進
機
関
と
し
て
様
々
な
福

祉
ニ
ー
ズ
や
使
命
に
一
層
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
各
種
事
業
の
推
進
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
と

も
に
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
利
用
者
の
方
々
の
期
待
に
一

層
応
え
ら
れ
る
よ
う
介
護
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
私
た
ち
役
職
員
は
、
市

民
の
方
々
と
協
働
し
て
社
協
ら
し
い

柔
軟
な
対
応
の
事
業
展
開
に
よ
る
経

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で

今
後
と
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会　

理
事
長　

中

山 

茂

雄

　

平
成
22

年
度
の
共
同
募
金
は
、
１
，
２
５
７
万
円
余
り
の

募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
お
陰
と
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
平
成
23

年
度
に
、
兵
庫
県
内
の
民

間
福
祉
施
設
へ
の
配
分
と
赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域

福
祉
活
動
に
配
分
さ
れ
、
市
民
と
共
に
つ
く
る
福
祉
活
動
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成22年度
共同募金実績報告

区　分 目標額（円）実績額（円）
左の内訳

１件当 件  数

戸 別 募 金 7,350,000 7,445,360 489円 15,233戸

中 口 募 金 1,050,000 1,207,377 1,436円 841件

大 口 募 金 1,100,000 1,405,109 6,956円 202件

職　

域　

募　

金

赤 い 羽 根 545,208 168団体

バ ッ ジ 100,725 425円 237個

クオカード 268,540

380円 661枚

404円 40枚

120円 10枚

図書カード 297,820
420円 691枚

380円 20枚

募金シール 11,830 338円 35個

計 1,100,000 1,224,123

学 校 募 金 500,000 418,087 62円 6,770人

街 頭 募 金 外 400,000 877,897

無人 (229 ヵ所）
429,606円

街頭 (38回）
448,291円

その他（預金利息） 956 前年度繰越利息

合 　 　 計 11,500,000 12,578,909 達成率
109.4％

戸別募金

59％中口募金

10％

大口募金

11％

職域募金

10％

学校募金

３％

街頭募金

7％

預金利息

0％

　　共同募金に

　　ご協力ありがとうございました
 兵庫県共同募金会赤穂市支部　支部長　睦谷 　博
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私
は
高
校
生
に
な
り
、
電
車
通
学
を
し

て
い
ま
す
。
毎
朝
通
学
時
に
は
学
生
や
会

社
勤
め
の
人
が
多
く
乗
っ
て
い
ま
す
。
帰

る
時
は
学
生
や
主
婦
、
お
年
寄
り
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
人
が
乗
っ
て
い
ま
す
。
電
車
に

は
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
や
妊
婦

の
た
め
の
優
先
座
席
が
あ
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
学
生
や
元
気
な
人
が
座
っ
て
い
る
の

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
荷
物
が
重
か
っ
た

り
疲
れ
て
い
る
時
は
私
も
座
り
た
く
な
り

ま
す
。
で
も
優
先
座
席
は
私
達
が
座
る
た

め
の
座
席
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
な
人

は
サ
ッ
と
空
い
て
い
る
座
席
を
見
つ
け
て

座
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
け
れ
ど
も
体
の

不
自
由
な
人
や
お
年
寄
り
の
人
は
そ
れ
が

難
し
い
の
で
す
。
い
つ
も
優
先
座
席
が
空

い
て
い
れ
ば
あ
わ
て
る
こ
と
な
く
、
ゆ
っ

く
り
と
座
席
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
は
本
当
は
こ
ん
な
座
席

は
い
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
一

人
が
相
手
の
立
場
を
思
い
や
る
こ
と
が

で
き
「
私
が
私
が
」
と
自
己
主
張
ば
か

り
せ
ず
に
、
隣
り
や
周
り
の
人
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
心
の
余
裕
を
持
て
た
ら

き
っ
と
い
ら
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

「
あ
の
人
荷
物
が
重
そ
う
だ
な
ぁ
」
「
年

配
で
ゆ
れ
る
電
車
は
つ
ら
い
だ
ろ
う

な
ぁ
」
と
相
手
の
気
持
ち
を
推
量
す
る

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
私
達
に
一
番
欠
け
て
い
る
も
の
は

想
像
力
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
小
学
四

年
生
の
時
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
隠
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の

こ
と
に
気
づ
か
ず
五
年
生
の
人
が
持
っ

て
来
て
く
れ
て
初
め
て
気
づ
き
驚
き
ま

し
た
。
び
っ
く
り
す
る
の
と
「
な
ぜ
・

ど
う
し
て
」
と
い
う
思
い
で
胸
が
一
杯

に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
、
ち
ょ
っ
と

し
た
い
た
ず
ら
だ
と
し
て
も
さ
れ
た
方

は
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
の

時
担
任
の
先
生
は
「
自
分
が
そ
う
さ
れ

た
ら
ど
ん
な
気
持
ち
が
す
る
の
か
想
像

し
て
み
て
ご
ら
ん
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

す
る
と
多
く
の
人
が
「
わ
か
ら
ー
ん
。

考
え
ら
れ
な
い
。
」
と
答
え
ま
し
た
。
先

生
は
悲
し
い
顔
を
し
て
「
ど
う
し
て
想

像
で
き
な
い
の
か
な
。
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
嫌
な
こ
と
は
起
こ
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う

様
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
日
時
間
に
追
わ
れ
て
忙
し
い
生
活

を
送
っ
て
い
る
う
ち
に
周
り
を
見
る
こ

と
も
他
人
を
や
さ
し
い
気
持
ち
で
思
い

や
る
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
私
達
が
大
人
に
な
っ
た

時
に
は
優
先
座
席
の
必
要
が
な
い
く
ら

い
、
ゆ
ず
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
世
の

中
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
福
祉
」
政
策
の
一
環
と
し
て
中
学
三

年
生
ま
で
の
児
童
に
は
毎
月
、
子
供
手

当
て
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
立
高

校
の
授
業
料
の
無
償
化
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

「
福
祉
」
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

辞
書
で
調
べ
る
と
、
多
く
の
人
々
の
幸

福
。
公
的
扶
助
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
生

活
の
安
定
・
充
足
。
と
あ
り
ま
す
。

　

世
の
中
に
は
体
の
不
自
由
な
人
、
目

の
不
自
由
な
人
、
耳
の
不
自
由
な
人
、

赤
ち
ゃ
ん
、
子
供
、
若
者
、
お
年
寄
り
、

妊
婦
さ
ん
、
中
高
年
の
人
々
な
ど
種
々

な
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
年
齢
や

体
の
状
態
に
よ
っ
て
欲
し
て
い
る
も
の

が
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
歩
道
を
と
り
あ
げ
て
み

る
と
体
の
不
自
由
な
人
や
お
年
寄
り
。

乳
母
車
を
押
す
人
や
幼
児
は
段
差
の

な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
道
が
歩
き
や
す
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
目
の
不
自
由
な
人
に

は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
段
差
が
必
要

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
町
の
設
備
の
一
つ
一
つ

の
工
夫
が
立
場
に
よ
っ
て
は
使
用
し
に

く
く
し
て
い
ま
す
。
求
め
て
い
る
物
が

異
な
っ
て
い
た
り
相
反
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
福
祉
を
考
え
る
時
、
す
べ
て
の

人
が
満
足
し
幸
せ
に
な
る
政
策
や
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
の
は
不
可
能
で
す
。
多
く

の
お
金
を
か
け
て
設
備
を
よ
く
し
て
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
前
祖
父
母
と
買
い
物
に
行
っ
た

時
、
歩
道
に
自
転
車
を
停
め
た
り
、
横

一
列
に
並
ん
で
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
歩
い

て
い
る
人
を
見
て
、
「
マ
ナ
ー
が
悪
く

な
っ
た
な
ぁ
。
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
な
ぁ
。
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
お
金
を

か
け
て
設
備
を
よ
く
し
て
も
、
そ
こ
に

住
ん
で
一
緒
に
生
活
す
る
私
達
が
心
を

配
り
お
互
い
に
気
に
か
け
て
、
ゆ
ず
り

合
わ
な
い
限
り
気
持
ち
よ
く
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
と
思
い
ま

す
。
歩
道
の
雑
草
や
植
え
込
み
の
木
々

を
き
れ
い
に
管
理
す
る
。
建
物
に
ス
ロ
ー

プ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
つ
け
る
な
ど
の

お
金
の
か
か
る
こ
と
は
行
政
に
ま
か
せ
、

も
っ
と
メ
ン
タ
ル
な
精
神
面
で
町
を
豊

か
に
し
た
い
で
す
。
高
校
生
で
あ
る
私

に
で
き
る
こ
と
、
ゆ
ず
り
合
う
こ
と
、
周

り
に
目
を
向
け
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
サ
ッ
と
手
助
け
を
す
る
こ
と
、
公
共

の
も
の
は
大
切
に
使
う
こ
と
、
迷
惑
を
か

け
な
い
こ
と
、
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
、
他

の
人
に
も
関
心
を
持
ち
、
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
、
こ
れ
ら
は
今
の
私
に

も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
に
住
ん
で

い
る
人
が
み
ん
な
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

た
ら
、
今
よ
り
も
き
っ
と
住
み
や
す
い
町

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

「
笑
顔
は
一
番
の
贈
り
物
」
で
あ
る
と

い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
身
近
な
人
に
は
笑
顔
で
接
し
、
気

持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
か
ら
始
め
よ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
私
が
大
人
に
な
っ

た
時
、
種
々
な
人
々
が
、
幸
せ
に
楽
し

く
暮
ら
し
て
い
け
る
町
を
作
る
一
歩
に

な
る
と
信
じ
る
か
ら
で
す
。

このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎42・1397まで

２
０
１
１
年

春
の
貸
衣
裳
ご
予
約
会

衣裳の種類 使用料（円）

打 掛 30,000円～

ウエディングドレス 25,000円～

紋 付 15,000円～

タキシード 12,000円～

留 袖 3,000円～

振 袖 10,000円～

モーニング 5,000円　

ゲストドレス 5,000円～

子 供 服 3,000円～

※ 新郎 ・新婦衣裳写真撮りのみの
場合3割引（市内写真店利用時）

「
高
校
生
の
私
に
で
き
る
こ
と
」

相
生
高
等
学
校
１
年　

篠
宮　

成
香

◆
福
祉
作
文
（
高
校
生
以
上
の
部
）

大
賞
◆

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
新
生
活
運
動
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
と
、
素
敵
な
衣
裳
を
取
り

揃
え
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 
期

間　

２

月
２

日
（
水
）
〜
５

日

（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼ 

会
場　

総
合
福
祉
会
館
２
階
展
示
室

▼ 

特
典　

①
花
嫁
衣
裳
契
約
者　

２
割

引
・
記
念
品　

②
花
嫁
衣
裳
20

万
円

以
上
ご
契
約
者　

持
込
料
半
額
負
担

（
上
限
４
万
円
ま
で
）　

③
そ
の
他
貸

衣
裳　

１
割
引

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会 

貸
衣
裳
室 

17 No.709  2011年 1月



このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎ 42・1397まで

　

僕
が
習
っ
て
い
る
少
林
寺
拳
法
で
は

毎
年
五
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
道
場

近
く
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
「
つ
つ
じ
荘
」

で
小
学
生
は
窓
ふ
き
を
、
中
学
生
以
上

は
草
抜
き
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

「
や
っ
て
あ
げ
る
」
で
は
な
く
「
さ
せ

て
も
ら
う
」
の
は
、
上
か
ら
の
立
場
で

な
く
あ
く
ま
で
同
じ
立
場
で
や
る
た
め

で
す
。

　

僕
が
こ
の
掃
除
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
中
で
特
に
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

利
用
さ
れ
て
い
る
方
や
職
員
の
方
が
会

う
度
に
、｢

あ
り
が
と
う｣

と
言
っ
て

く
れ
る
事
で
す
。

　

中
学
生
は
、
外
で
活
動
し
て
い
る
の

で
、
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
利
用
者
の
方

に
会
う
事
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
あ
り

が
と
う
と
い
わ
れ
る
事
も
減
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
外
で
色
々
と
手
伝
っ
て

く
れ
る
職
員
の
方
や
た
ま
に
会
う
利
用

者
の
方
に｢

あ
り
が
と
う｣

と
言
わ
れ

た
時
は
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
、
中
学
二
年
生
の
時
に
、
ト
ラ

イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
で｢

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
す
ま
い
る｣

と
い
う
主
に
認
知
症

の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
所
へ
職
場
体

験
に
行
き
ま
し
た
。
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
認
知
症
で
、
最
初

は
少
し
と
ま
ど
っ
た
り
も
し
た
け
ど
す

ぐ
に
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
れ
た
と
思
い 

ま
す
。

　

認
知
症
の
影
響
で
、
初
め
の
方
は
な

か
な
か
名
前
を
覚
え
て
も
ら
え
な
か
っ

た
け
ど
そ
れ
で
も
だ
ん
だ
ん
と
覚
え
て

く
れ
た
と
思
う
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
そ
れ
に
皆
さ
ん
は
す
ご
く
元
気
で

し
た
。
中
に
は
、
僕
達
を
自
分
の
孫
の

よ
う
に
可
愛
が
っ
て
く
れ
る
方
も
い
て
、

何
だ
か
逆
に
僕
達
が
楽
し
ま
せ
て
も

ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

今
で
こ
そ
皆
さ
ん
は
元
気
で
楽
し
そ

う
で
す
が
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
知
っ

た
時
は
た
ぶ
ん
相
当
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
家
族
の
名
前
も
ど
ん
ど

ん
う
る
覚
え
に
な
っ
て
い
く
の
は
本
人

に
と
っ
て
も
家
族
の
方
に
と
っ
て
も
す

ご
く
悲
し
い
と
思
い
ま
す
。
僕
も
い
き

な
り
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
僕
の
事
を
忘
れ
た
ら
、
相
当
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
と
思
い
ま
す
。
認
知
症
は
、

現
段
階
で
は
ま
だ
完
全
に
治
す
こ
と
は

で
き
な
い
ら
し
い
の
で
残
念
で
す
。

　

も
う
一
年
ほ
ど
前
の
事
な
の
で
皆
さ

ん
が
僕
達
の
こ
と
を
覚
え
て
下
さ
っ
て

い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

僕
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
一
週
間
を
忘

れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
事

が
一
日
一
日
体
験
が
終
わ
っ
た
時
に
、

皆
さ
ん
が
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て

く
れ
た
事
で
す
。
あ
り
が
と
う
と
言
わ

れ
る
と
自
然
と
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
も
う
こ
ん
な
体
験
を
す
る
こ

と
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
ん

な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
皆
さ

ん
に
僕
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

と
言
い
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
最
近
気
に
な
る
の
が
、
新
聞

や
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
り
、
聞
い
た
り
す

る
百
歳
以
上
の
方
が
次
々
と
行
方
不
明

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
数

人
で
は
な
い
の
で
、
す
ご
く
心
配
で
す
。

そ
し
て
何
で
こ
ん
な
事
が
起
こ
る
の
か

と
不
思
議
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
と
に
か

く
も
う
行
方
不
明
者
が
で
な
い
と
い
い

で
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
僕
が

ど
う
に
か
で
き
る
事
じ
ゃ
な
い
の
で
、

せ
め
て
、
身
の
回
り
に
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
た
り
、
親
切
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
改
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
色
々
な
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ
事
」

赤
穂
西
中
学
校
３
年　

谷
中　

俊
哉

◆
福
祉
作
文
（
中
学
生
の
部
）

大
賞
◆

採用人員　１名（事務職）

受験資格

　 　昭和 50 年４月２日以降に生まれた人（平成

23 年４月１日における満年齢が 35 歳までの

人）で、社会福祉資格を有する人または３月

31 日までに同資格を取得見込みの人及び普通

自動車免許を有する人

採用予定　４月１日

申 込受付　 １月 13 日（木）～ 28 日（金）午前８

時 30 分～午後５時（土日・祝日を除く）

提出書類　受験申込書（所定の用紙）

　　　　　社会福祉士登録証（写）

　　　　　 受験票（所定の用紙に上半身脱帽の写

真添付）等

採用試験

　　日時　２月７日（月）午前９時～

　　場所　総合福祉会館３階集会室

　　内容　教養試験・作文・面接

　　結果　３月上旬に通知します

問い合わせ先　社会福祉協議会

専任職員募集
社会福祉に理解と熱意のある方を募集します。

高
雄
小
学
校
児
童

 
 

も
ち
米
30

㎏
を
寄
贈

も
ち
米
の
寄
贈

　

今
年
も
、
稲
か
ら
育
て
て
収
穫
し

た
も
ち
米
を
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

高雄小学校もち米寄贈

介
護
特
別
食
の

 
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

お
料
理
の
好
き
な
方
歓
迎
し
ま

す
。

　

あ
な
た
の
腕
を
活
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

活
動
日
は
、
相
談
の
う
え

栄
養
士
さ
ん
の
指
導
の
も
と

で
腕
が
磨
け
ま
す
。

介
護
特
別
食
の

 

希
望
者
募
集

　

三
度
三
度
の
食
事
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

塩
分
制
限
や
糖
分
制
限
が
あ
る

方
に
刻
み
食
や
と
ろ
み
、
ミ
キ
サ

ー
食
、
お
粥
等
様
々
な
食
事
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
減
塩
・

減
糖
の
一
般
食
も
自
宅
に
配
食
し 

ま
す
。

○
毎
週
月
曜
日
の
昼
食

○
１
食
５
０
０
円

○
お
汁
つ
き

　

希
望
者
は
、
社
協
へ
申
込
く
だ

さ
い
。

��
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このページの問い合わせは赤穂市社会福祉協議会（ボランティアセンター）☎42・1397まで

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（11月１日～ 11月30日受付分）

あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

中 広 雪 本 　 重 男 10,000 車椅子借用お礼

元 沖 町 匿 名 5,000 車椅子借用お礼

加 里 屋 匿 名 2,000 車椅子借用お礼

木 津 澗 口 　 彰 利 100,000 亡父満中陰志

塩 屋 長 田 　 好 子
100,000 亡夫満中陰志

10,000 車椅子借用お礼

尾 崎 吉 川 　 富 枝 2,000 福祉機器借用お礼

ね ん り ん 赤 穂 3,000 しあわせフェスティバルバザー収益金を

しあわせフェスティバル会場内設置募金箱 1,002 善意に

昭和 30 年卒赤穂市立赤穂中学校同窓生一同 6,754 同窓会の残金を

大 町 平 井 　 康 夫 50,000 亡父満中陰志

ひとり暮らし老人の会「ひまわりの会」 10,000 バザー売上金を

相生市若狭野町 矢田谷　琢磨 30,000 亡義母松原くにえ満中陰志

鷏 和 川 端 　 伸 行 100,000 亡父満中陰志

南 宮 町 匿 名 10,000 善意に

北 野 中 疊 家 　 朝 子 50,000 亡夫満中陰志

清 水 町 村中　きさゑ 50,000 亡夫康夫満中陰志

Ｙ ・ Ｓ　　　　 10,000 福祉のために使って下さい

大 津 寺坂　佳余子 30,000 亡父仁満中陰志

有年横尾 匿 名 50,000 亡息子・亡姉の供養として

東 有 年 ほっとたいむ 12,956 チャリティ収益金

●物品預託　 〈敬称略〉

住　　所 預　託　者 物　　品 預　託　内　容

相生市双葉町 妙修寺婦人会 雑巾 100 枚 善意に

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
講
生
募
集

　

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
。
悩
み
や
病
を
抱
え
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
自
分
の
思
い
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
た

ら
ど
ん
な
に
心
丈
夫
で
し
ょ
う
。
人
の
悩
み
や
心
の
痛
み

に
寄
り
添
い
話
を
聞
く
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
あ
な
た

も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
定
員　

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）
参
加
無
料

◆ 

受
講
資
格　

①
市
内
在
住
・
市
内
在
勤
の
人　

②
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
り
活
動
し
た
い
人　

③
講

座
に
２
回
と
も
参
加
で
き

る
人　

①
〜
③
の
条
件
す

べ
て
満
た
す
人
を
優
先
し

ま
す
。

◆ 

場
所　

総
合
福
祉
会
館 

２

階
研
修
室

◆ 

申
込　

１
月
24
日
（
月
）
ま

で
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ

第2回

小地域福祉活動のための実践講座

　福祉活動にパソコンを活用してみませんか？ワードと

エクセルの基本が学べる講座です。パソコン初心者ＯＫ

場所　総合福祉会館

日時　１回　１月20日（木）

　　　２回　２月24日（木）　午後１時～４時

　　　３回　３月24日（木）

講師　浜野　好正 氏

対象　（１）赤穂市民

　　　（２） 地域活動をしている人。または地域活動に興

味があり、今後活動をしたい人

　　　（３） XP 以上のノートパソコンを持参できる人

　　　（１）～（３）の条件をすべて満たす人 

定員　20名　参加無料

申込　 １月18日（火）までに社会福祉協議会まで申込く

ださい。定員になり次第締め切ります。

パート5 赤
穂
高
校
生
徒
39
名
義
士
祭
に
街
頭
募
金
！

若
さ
あ
ふ
れ
る
呼
び
か
け
！

会員32名が義士祭で托鉢

赤穂市仏教会　街頭募金！

　

歳
末
た
す
け
あ
い
の
一
環
と
し
て
、
12
月
14
日
赤
穂
高

校
生
徒
が
、
町
ゆ
く
人
に
街
頭
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

赤
穂
駅
・
郵
便
局
・
息
つ
ぎ
井
戸
・
武
家
屋
敷
の
４
ヶ
所

で
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ

ん
快
く
募

金
に
応
じ

て
く
だ
さ

り
、
あ

り

が
と
う
の

笑
顔
も
ほ

こ
ろ
び
ま

し
た
。

歳末たすけあいおねがいしま～す！

赤高生笑顔で募金

募金ありがとう

袈裟装束で、歳末たすけあいの募金。
読経でならした声が響いて味のある呼びかけ
でした。

赤穂市仏教会49ヶ寺が浄財10万円を拠出し、当日の募金
59,106円とあわせて寄付。

55,824円
集まる

◆日程

第１回
１月28日（金）
10時～ 15時

「人が人を支援する意義」・ロールプレイング
 関西福祉大学社会福祉学部  准教授 岩間文雄氏

「よい聴き手になりましょう」
ー病気の人の心に寄り添うー
 赤穂市民病院  看護師長 岩里さち子氏

第２回
２月３日（木）
10時～ 15時

「心を病んだ人との接し方」
 医療法人干水会 社会復帰部門

  部長 深井知子氏

「人の痛みにそっと寄り添う」グループワーク
 赤穂市社会福祉協議会   社会福祉士 岩﨑文子

⎫
⎬
⎭

159,106円
寄付
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■ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

■ その他、コンビニエンスストア、観光案内所（播州赤穂駅）、各

地区公民館、市役所にも設置していますのでご利用ください。

■ 次回の回覧広報あこうは１月25日（火）

　広報あこうは２月10日（木）の発行予定です。

■広報あこうは再生紙を使っています。

くらしのカレンダー
1 / 4 ～ 2 / 1 0

1月

4 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

5

●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●農地相談　9：00 ～ 11：30 
●３歳児健診（Ｈ19.7生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

6

7 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

8

9  
澤田医院 ☎ 48・8149
9：00 ～ 17：00

10  
田淵医院 ☎ 43・4114
9：00 ～ 17：00

11
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●消費生活・司法書士相談（要予約） 10：00 ～ 12：00 

12
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●２歳児歯科健診（Ｈ20.5、Ｈ20.6生） 13：30 ～ 14：30　受付 

13 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

14
●介護相談　13：00 ～ 16：00 
●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

15

16  
正木医院 ☎ 45・3555
9：00 ～ 17：00

17 ●こころのケア相談（要予約） 13：30 ～ 14：00 

18
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 

19

●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　青少年育成センター　 市民対話室　☎43・6818
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●１歳6ヵ月児健診（Ｈ21.6生） 13：30 ～ 14：30 受付 

20
●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 
●心配ごと相談（弁護士相談は要予約） 8：30 ～ 12：00 

21

22

23  
梶原外科 ☎ 42・9934
9：00 ～ 17：00

24

25

●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●知的障がい者相談　10：00 ～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

26

●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●精神障がい者相談 10：00 ～ 12：00 
●４ヵ月児健診（Ｈ22.9生） 13:15　集合 

27 ●身体障がい者相談 10：00 ～ 12：00 

28 ●介護相談　13：00 ～ 16：00 

29

30  
杉口整形外科 ☎ 45・1451
9：00 ～ 17：00

31

2月

1
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●消費生活・司法書士相談（要予約） 10：00 ～ 12：00 

2

●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●エイズ・肝炎電話相談（前日までに要予約） 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●農地相談　9：00 ～ 11：30 
●３歳児健診（Ｈ19.8生） 13：30 ～ 14：30　受付 

3 ●年金出張相談　10：00 ～ 15：00 

4 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

5

6  
岩谷内科 ☎ 45・2888
9：00 ～ 17：00

7 ●人権相談　10：00 ～ 12：00 

8 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

9
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 

●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

10

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297

子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290

青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831

消費生活相談　市民対話室（随時） ☎43・6818

女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16：00祝日除く） ☎43・7800

市民生活無料法律相談　市民対話室 予約☎43・6818

心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397

犬の引き取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市

福

保セ

市役所（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

保健センター ☎43・9855

会

健康

地セ

市民会館 ☎43・7450

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談

広 報

お 知 ら せ

市民会館・尾崎公民館

アスベスト除去工事のため臨時休館します

工事期間中の行事について ……………………………………

● 子育て相談（子育て学習センター）２/10 → 中止

● 女性問題専門相談１/19・２/16 → 青少年育成セン

ター（市民会館隣）２階で開催

● 行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談及び特

定法律相談 → １・２月中止

●地区別健康相談１/20 → １/13 

●子育て応援隊さろん１/20 → 総合福祉会館で開催

● 地区別健康相談２/17→中止 (保健センターでの健

康相談を随時ご利用ください)

市
民
会
館

尾
崎
公
民
館

　アスベスト除去工事に伴い、１/17～２/28 まで市民会

館・尾崎公民館を臨時休館いたします。なお３月以降の会館

使用申込は通常どおり受付いたします。臨時休館中は何か

とご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願

いいたします。

　市民会館　　☎４３・７４５０

　尾崎公民館　☎４２・２１３９


